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La gallina ciega (Das Blindekuhspiel)  Francisco de Goya (1746 – 1828)  1788
Leinwand, 269 x 350 cm     © Photographic Archive, Museo Nacional del Prado, Madrid

ウィーン美術史博物館　Feste Feiern. 125 Jahre - Jubiläumsausstellung　展示中



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めに gekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35

別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   市内半日／ウィーンの森
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947   ウォーキングツアー 他

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期 otunda 購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後 ⑵ メールか郵便で申し込み

⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。
三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店 （支店コード 304） 口座 0449986 （有森トランスレーション）

または、 日本の郵便口座 00210-3-77876 （有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、 日本語で宛先 （お名前＆住所） と送付開始号を

gekkan@utanet.at　宛にメールで、 またはハガキや手紙で
K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。
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我
が
国
の
産
官
学
の
協
力
に
よ
り
、
二
〇
一
三

年
十
二
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
界
の
リ
ー
ダ

を
担
う
人
材
、
及
び
自
立
し
た
研
究
者
・
技
術

者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
日
本
ベ
ト
ナ
ム
原
子

力
研
究
・
人
材
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

い
る
。
五
月
一
九
～
二
〇
日
に
第
六
回
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
ダ
ラ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
過
去
五
回
の

テ
ー
マ
は
、そ
れ
ぞ
れ
熱
流
動
、
材
料
、研
究
炉
、

人
材
育
成
、
非
破
壊
検
査
だ
っ
た
が
、
今
回
は

計
測
・
制
御
に
関
す
る
最
新
の
技
術
と
研
究
の

動
向
に
つ
い
て
情
報
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
両
国
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
我

が
国
か
ら
は
、
大
使
館
、
福

井
県
、
日
立
、
東
芝
、
三
菱
、

国
際
原
子
力
開
発
、
原
子
力

安
全
シ
ス
テ
ム
研
究
所
、
原

子
力
機
構
、
東
工
大
、
長
岡

技
科
大
、東
京
都
市
大
、東
大
、

京
大
か
ら
計
三
五
名
、
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
は
教
育
訓
練
省
、

放
射
線
・
原
子
力
安
全
規
制

庁
、
原
子
力
研
究
所
、
電
力

公
社
、
放
射
線
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー
、
原
子
力
技
術
工
業

応
用
セ
ン
タ
ー
、
ダ
ラ
ッ
ト

大
学
、
電
力
大
学
、
ダ
ナ
ン

工
科
大
学
な
ど
か
ら
約
七
十

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
計
二
七

件
の
発
表
が
あ
り
、
両
国
の

原
子
力
発
電
状
況
、
日
本
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
最
新
の
技
術

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

今
回
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
の
学

生
・
若
手
研
究
者
十
二
名
、

及
び
日
本
の
学
生
六
名
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
論

が
実
施
さ
れ
た
。
事
前
に
事
務
局
よ
り
送
付
さ

れ
た
資
料
を
基
に
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
及

び
経
済
性
と
整
合
す
る
た
め
、
今
後
、
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
り
、
ど
の

分
野
で
協
力
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
三
グ
ル
ー

プ
毎
に
二
日
目
朝
か
ら
準
備
し
、
午
後
に
結
果

を
発
表
し
て
フ
ロ
ア
と
討
論
し
た
。
筆
者
は
こ
の

発
表
の
際
に
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
研
究
所
の
ザ
ン

氏
と
共
同
議
長
を
務
め
た
。学
生
達
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
良
く
調
べ
、
発
表
す
る
際
の
受
け
答
え

も
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
泊
一
機
中

泊
と
弾
丸
出
張
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム

政
府
や
学
生
の
積
極
的
な
参
加
が
あ
り
、

先
方
の
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

だ
っ
た
と
思
う
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
役
所
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
市
庁
舎
は
、
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
設
計
に

よ
り
一
八
八
三
年
に
建
設
さ
れ
た
。
教
会

建
築
以
外
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
最
も
重
要

な
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
あ
る
。
中
央
尖

塔
の
高
さ
は
九
七・七
ｍ
、
そ
の
上
に
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
の
一つ
で
あ
る
三・四

ｍ
の
「
鉄
の
ラ
ー
ト
ハ
ウ
ス
マ
ン
」
が
立
ち
、

六
ｍ
の
旗
を
持
っ
て
い
る
。
市
庁
舎
内
外

は
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
使

わ
れ
る
。
最
も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎

年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
ラ
イ
フ
バ
ル
（
舞

踏
会
）
で
あ
る
。
七
月
～
九
月
に
は
市
庁

舎
前
広
場
で
音
楽
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

十
一
月
か
ら
は
ク
リ
ス
マ
ス
市
が
開
催
さ

れ
る
。一月
～
三
月
ま
で
設
営
さ
れ
る
ア
イ

ス
ド
リ
ー
ム
は
、
世
界
で
最
も
美
し
い
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
京
都
市
役
所
は
、
市
営
繕
課
の

設
計
、
京
大
建
築
科
卒
の
中
野
進
一の
意
匠
、
京

大
本
館
・
時
計
台
の
設
計
者
で
あ
る
武
田
五
一

京
大
教
授
の
補
整
を
経
て
一
九
二
七
年
に
竣
工
し

た
。
政
令
指
定
都
市
の
市
役
所
で
は
最
も
古
い
。

車
寄
せ
を
有
す
る
玄
関
を
正
面
中
央
に
据
え
、

ほ
ぼ
完
全
に
左
右
対
称
で
、
中
央
と
両
翼
を
突

き
出
さ
せ
て
強
調
し
、
さ
ら
に
塔
を
持
つ
な
ど
、

欧
州
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
的
骨
格
の
伝
統
様
式
が

特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
細
部
で
は
日
本
、
中
国
、

イ
ス
ラ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
多
彩
な
東
洋
的
建
築

様
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、
四
月
の
京

都
さ
く
ら
よ
さ
こ
い
、
五
月
の
京
の
伝
統
と
食
の

イ
ベ
ン
ト
、
十
月
の
京
都
国
際
映
画
祭
、
月
一
回

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
似
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
中
、

市
庁
舎
で
の
音
楽
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ク
リ

ス
マ
ス
市
を
訪
れ
、ス
ケ
ー
ト
も
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
京
都
市
役
所
で
は
、
さ
く
ら
よ
さ
こ
い
の
ダ

ン
ス
を
観
た
り
、
最
近
は
中
に
入
る
機
会
も
あ
っ

た
。
両
市
の
役
所
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
音
楽
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
時
の

市
庁
舎
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
東
工
大
特
任
教
授
前
京
大
教
授

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォ Tourist Info Vienna
１区 Albertinaplatz / Maysedergasse 角

毎日９時～ 19 時　 free WLAN

日本語資料（無料）
月刊ウィーン　地図
観光・ホテル案内
無線 LAN（無料）

弊社は「医療」「原子力」「産業」「放射線測定」などの各分野において、放射線を安全に有効利用するための機器
やサービスをトータルに提供し、放射線の「利用」と「防護」の双方でお客様のニーズにきめ細かくお応えします。

http://www.c-technol.co.jp

■　 ■　 ■　 ■　 ■ 　■　 ■ 　■　 ■　 ■　 ■　 ■ 　■　 ■　 ■

国連 Atomic Bomb Awareness Day 原爆の日
核兵器廃絶の願いを込めて、国連軍縮部 UNODA と国連 NGO 平和委員会の協力、原爆の日協
会主催で、毎年８月にウィーンの国連 Vienna International Centre で行う「原爆の日」イヴェン
トが今年は８月５日（金曜日）正午から開催される。ウィーン 22 区ドナウシュタット後援。
国連ビル前メモリアル広場にある平和の鐘をならしてオープニング。その後ビル内に入り、
中央ホール Rotunda で原爆の日協会（グルダ祐子）、UNODA（Pericles Gasparini）、IAEA、
IPPNW、CTBTO など各機関の代表がスピーチを行う。
森野美咲（ソプラノ）、三辻ランデル宏美（ピアノ）、ガブリエラ・コピアス（フルート）、中山和美（茶道）、
ヘルベルト・グリュンシュタイドル＆フリーザッハー累子（生け花）がボランティアで協力する。
インド舞踊、折り紙コーナー、国連平和ポスター・コンクール入賞作品展示もある。
誰でも参加できるが国連の中に入るにはセキュリティーのため予め申し込みが必要なので、
参加希望者は８月２日までに英語で【性別・フルネーム・生年月日・パスポートなど身分証明
書のタイプ・身分証明書の番号と発行国名】を明記して lau.videla@gmail.com 宛てにメール
で申し込み、当日、身分証明書を持参する。日本語での申し込みは info@genbaku-no-hi.com
８月５日の会場：Gate 1 of VIC, 1220 Wien, Wagramerstrasse 5     最寄駅 U1 Kaisemühlen 


